
  

 
 
 
 
 
 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

山陰海岸ジオパークから地球の活動を知ろう 
日 時: ①令和元年５月 11日（土）、②6月 30日（日）、③10月 20日（日）、 ④11月 17日（日）、

⑤11月 24日（日）、⑥令和２年１月 19日（日）；各日とも 10時 30分～12時、13時～16時 

受講者数:５７名 

会 場：①・③地域資源マネジメント研究科校舎ほか、②岩美町渚交流館ほか、④新温泉町居組農山

漁村婦人の家ほか、⑤香美町板仕野区水車小屋ほか、⑥鳥取市鳥取砂丘ビジターセンターほか 

   
 

山陰海岸ジオパークの各地を巡り、日本海の成り立ちとそれに関係する自然や文化を学ぶ講座として、

次の①～⑥を実施した。①地磁気の逆転とチバニアン、②岩井温泉を歩く、③北丹後地震の痕跡をめぐ

る、④リアス海岸の入り江と砂丘の町 新温泉町居組、⑤秋の瀞川渓谷を歩く、⑥鳥取砂丘と多鯰ヶ池 

①午前は「地磁気の逆転とチバニアン」（講師 岡田 誠 茨城大学教授、松原典孝）の講義を実施。

午後は野外実習として玄武洞と豊岡市市街地へ移動し、講師（松原典孝）とともに豊岡市内中心部の地

質資源の解説を行った。②午前は「地球の活動と温泉」（講師 松原典孝）の講義を実施。午後は野外

実習として岩井温泉へ移動し、「岩井温泉を歩く」と題し講師とともに岩美町の温泉街を訪れ、地域資

源についての解説を行った。③午前は「北丹後地震と丹後半島の成り立ち」（講師 松原典孝）の講義

を実施。午後は野外実習として京丹後市へ移動し、「北丹後地震の痕跡をめぐる」と題し講師（松原典

孝）と京都府立峰山高校地学研究部生徒および小長谷 誠氏（峰山高校教諭）とともに、網野町や峰山

町の地震に関するサイトを訪れて地震やその災害についての解説を行った。④午前は「海岸地形と人々

の暮らし」（講師 松原典孝）の講義を実施。午後は野外実習として居組の集落内を散策し、「リアス海

岸と砂丘を利用した人々の暮らし」と題し講師から地形・地質資源の解説を行った。⑤午前は「火山活

動と山間部の暮らし」（講師 佐野恭平）の講義を実施。午後は野外実習として瀞川渓谷へ移動し、「秋

の瀞川渓谷を歩く」と題して講師（松原典孝・佐野恭平）とともに付近の地質の解説を行った。⑥午前

は「砂はどのようにしてできるのか：科学探究で先入観を乗り越えよう！」（講師 川村教一）の講義

を実施。午後は野外実習として鳥取砂丘と多鯰ケ池へ移動し、「冬の鳥取砂丘と多鯰ヶ池を歩く」と題

し、地元で地域資源開発に取り組んでいる飼牛 明氏（多鯰ヶ池活性化委員会）とともに砂丘の小地形・

微地形や人々の砂丘開発の歴史について解説を行った。 



 
 

②「岩井温泉を歩く」の活動中の様子 

 

③「北丹後地震の痕跡をめぐる」での，京都府立峰山高校生徒による解説 

 

⑥「冬の鳥取砂丘と多鯰ヶ池を歩く」の活動中の様子 

 


